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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アデノシン受容体ファミリーに属するタンパク質をコードします。アデノシン受容体はGタンパク質共役受容体であり、様々な細胞内シグナル伝達経路および生理機能に関与しています。この遺伝子によってコードされる受容体は、心虚血時に持続的な心保護機能を媒介し、好中球介在性組織障害における好中球脱顆粒の抑制に関与し、神経保護作用と神経変性作用の両方に関与することが示唆されており、細胞増殖と細胞死の両方を媒介する可能性もあります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。この遺伝子は、免疫グロブリンドメイン含有タンパク質をコードする重複遺伝子ID:57413の転写産物と5'末端エクソンを共有しています。[RefSeq提供、2014年11月]、機能：アデノシン受容体。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを阻害するGタンパク質によって媒介されます。生殖における役割の可能性。,PTM:Ser-317 のリン酸化は急速な脱感作に重要である可能性があります。,類似性:G タンパク質共役受容体 1 ファミリーに属します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	ADORA3抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

